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憾奉の閲幻訪机

伽り考衆嬉(滅聾畢)

小村良二(近畿･中部地域地質センタｰ)
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はじめに

L淋らきやき

焼物には関心がないが｢信楽焼｣の名は知っている

という人は随分多い.近年信楽は陶器の産地として

全国に知られた存在とたった.その牽引車は何といっ

ても酒買いタヌキやカエルの置物であろう.信楽の町

中は至る所タヌキのオンパレｰドであって稀有な陶業

地の姿を垣間見せる.本シリｰズの第3回及び第4回

においてそれぞれ紹介された関東の二大陶器産地の益子

焼(栃木県)と笠間焼(茨城県)もそのルｰツを探れば

r信楽焼｣に辿り着くのである.ところがこのr信楽

焼｣の陶土の産状や性質については意外に知られていた

い.今回のr日本の陶土を訪ねて｣は伝統の焼物製

作とセラミック建築資材製造を共存させる滋賀県の地場

産業r信楽焼｣である.

1.信楽陶業の歩み

ろつこよう

日本六古窯1〕の一つに数えられる信楽焼の歴史は古く

天平年間(奈良時代後期729-749年)にさかのぼる.こ

くにのみや

の頃の恭仁宮(首都)は現在の京都府相楽郡にあったが

1)日本六古窯とは瀬戸及び常滑(愛知県)丹波(兵庫県)

備前(岡山県)越前(福井県)信楽の各古窯を指す･
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写真1史跡紫香楽宮跡(信楽町黄瀬)写真3

恭仁宮が奈良･平城宮へ遷都されたため印可(賀)寺は未

完成となり礎石群が整然と並んでいるだけである

写真2室町時代の捨鉢(信楽窯業試験場保管)

Lがらき

聖武天皇は天平14年(742年)に当地紫香楽において離宮

の造営を始める.この離宮造営の一環として印可(賀)

のきがわらあぶみがわら

寺が建立されるが(写真1)屋根の宇瓦や鐙瓦須恵器

などの製造が信楽陶業の事始めとされている.古瓦には

流麗た蓮華文様や唐草文様が刻まれており当時の焼物

の技術が一定の水準に達していたことを物語っている.

鎌倉～室町時代になると種壷や葉茶壷骨壷油垂

水薬など素朴た生活雑器が穴窯によって作られた.こ

はいかつぎ

れらの焼物は灰被や窯変した火色を見せ縄目文様など

が刻まれ端正に仕上げられている(写真2).この時代

の焼物を今日ではr古信楽｣と呼称して珍重するがその

妙味は堺土中の長石が溶解して生じるカニの目(白い斑

点)や石英が弾き出されたあとの石ばせ(穴)灰被の

色調にある.佗や寂の趣を漂わせるr古信楽｣は

安土桃山時代になって茶の湯の発達とともに珍重され

じようおう

た.さらに｢紹鴎信楽｣｢利久信楽｣だと著名人の

1989年9月号

江戸時代の壷

名を冠した茶器もこの時代に制作され信楽焼は茶器や

花器などに高い地位を占めるようになる.他方実用

本位の大髭だと大物陶器も製造されており後世の置物

や火鉢製造の下地が芽生えていたといえよう.

江戸時代には茶の大衆化が進んだこともあって葉茶壷

の製造が伸び将軍家への献上品とたる栄誉を得た.

また商業の発達に伴って一般庶民が使用する油壷み

そ壷梅壷酒器土瓶土鍋鉢水嚢だと多種多様

た生活雑器が盛んに製造される(写真3).この頃の陶窯

は穴窯が衰退し製品は熱効率のよい登窯で焼かれた.

明治時代に入ると庶民の生活様式は大きく変貌してゆ

く.葉茶壷はブリキ製茶缶に取って代わり灯皿など

灯具や土瓶はランプややかんに圧迫された.不振に陥

ぐすり

った信楽陶業に活を入れたのはたまこ粕を施した火鉢の

製造である.大正時代には火鉢の生産設備は拡張さ

れ量産体制どたり形や種類の多様た製品が製造され

る.ちたみに昭和30年(1955年)の火鉢生産額は約2

億円であり昭和33年(1958年)には信楽産火鉢が全国

生産の9割に達した.このように火鉢の製造は昭和30.

年代前半まで盛況に推移するがその後のエネルギｰ革

命によりついに頭打ちとなる.火鉢の次に信楽陶業の

主要産品とたった植木鉢は季節商品の不利益を被ること

がたく昭和50年代中頃まで製造実績を上げている.

植木鉢の製造はその後減少するが昭和35年(1960年)

から重油トソネノレ窯によって焼成されていたタイル2)な

どの建築用陶器は順調に生産される.現在の信楽焼陶

器は建築用陶器植木鉢庭園陶器食卓用品花器

2)タイルには内装タイル外装タイル床タイルモザイ

クタイルなどの種類があり日本工業規格(JIS,A5209

-1987)によるそれらの諸性状の一部を第1表に示した･�
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第1妻タイルの種類と材質特性(日本規格協会発行r日本工業規格陶磁器質タイル｣より)

JISA5209-1987解説付表

呼ぴ名�きじの質�うわぐすり�用途又は�No�吸水率�酎ひび割れ性�酎摩耗佳�曲げ強さ

��の有無�寸法��%�kg脈m=�9�k昌脈皿

���壁用�1����1.2

��施����=lo)��

���床用�2����6IO

�磁器����1.O���

���壁用�(3)����1,2

��(無〕����一��

���床用�(4)����6.O

���壁用�5����1.2

��施����ユ｡��

���床用�6����6.O

内装�せつ器����5.O���

���壁用�(7〕����1.2

��條〕����一��

���床用�(8〕����6.O

���壁用�9����1.2

��施����1o��

���床用�1O����6.O

�陶器����22.0��'�

���壁用�(11〕����1.2

��(無〕����■��

���床用�〔12〕����6.0

���160以下�13����高.o

��施�160を超���(1o〕��

���えるもの�i4����lO.O

�磁器����1.o���

���160以下�15����8.O

��無����一��

���160を超�����

���えるもの�16����1O.O

外殻��������

���160以下�17����8.O

��施����lO��

���160を超�����

���えるもの�18����1O.0

�せつ����5.O���

���160以下�19����8.O

��無����一��

���160を超�����

���えるもの�20����10.O

��施��21��(1o)��

�磁器����1.O��(O.1)�

��無��22��一��

床��������12IO

��施��23��lo��

�せつ器��■��5.O��o.1�

��無��24��一��

��施��25��(1O〕��

モザイク�撹器����i.0��(O.1〕�6.O(I)

��無��'26��一��

4種�8種�16種�26種�����

��ζ13種〕�(20種〕�����

注(一)各辺が50mm以下のものには適用しない｡

備考1.現実には無ゆうの内装タイルは存在しないので,これを除いた場合の種類数を

()で示した｡

2.材質特性とのからみでタイルを分類すると､26(20)種類になる｡

置物などと多彩にたり(写真4～7)最近では絵画を陶

板に焼き付ける美術陶版画の製作も盛んである.

一方伝統合勺な製陶技法による茶器や花器だとの制作

は工芸会衡の一分野として注目され無形文化財保持者

だと多くの著名た陶芸作家が輩出した.信楽在住の陶

芸作家は現在60人程度と推定されている.たお信楽

焼は昭和50年9月通商産業省から伝統的工芸品に指定

されている(写真8).

信楽陶業は創始から今日に至る歴史の過程で時代の

変遷とともに幾度となく浮沈を繰り返したが常に権力

(幕藩体制など)の庇護を求めず民窯の伝統を継承してき

た､自由闇達たその伝統的精神は陶芸を工芸芸術の一

分野に固定せず陶芸文化として展望する試みに生か

されようとしている.陶芸文化が大きく開花する時

は平成3年(1991年)春に開催予定の世界陶芸祭(セラ

ミック･ワｰルド･しがらき'91)であろう.その拠点とた

る陶芸の森は現在建設中である.

2.信楽陶業の現況

第2図に生産額企業数(事業所数)焼成窯種別数を

地質ニュｰス421号�
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写真4信楽焼(信楽窯業試験場保管)

写真5酒買いタヌキの置物

写真6信楽焼袋壷

写真8信楽伝統産業会館(信楽町長野)

内装外装に信楽焼タイルがふんだんに使われている

写真7第58回信楽陶器総合展(昭和

62年7月24日～26日)信楽窯業

試験場出品コｰナｰ(信楽窯業

試験場写真提供)

示す.

〔生産額〕信楽焼は大物陶器の陶業地として知名度が高

い.前節に既述したように陶器製品の種類は茶器から

インテリア･エクステリア用品まで多種多様でありそ

1989年9月号

の総生産額はほぼ毎年連続的に上昇し昭和62年(1987

年)には108億円に達している･

〔企業数〕信楽陶業の強みは窯元産地間屋陶器関連

製造業･事業所間の連携と結束にある.分業体制は信�
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(信楽焼の生産額)

(企業数)

陶器製造業

産地問屋

圭素地製遣業

石膏型製造業

粕薬製遣業

長石採取業

坑士製遣業

(窯数)

･･130社

一…･一58社

一一･･59社

･･一5社

……･･3社

･一……一7社

一一･11社

トンネ｣し

黒

�

重油窯

㈳

がス篇

��

電気炉

��

竪穴黒

�

第2図昭和62年(1987年)の信楽陶

器業界生産状況(信楽窯業試験

場資料より)

楽陶業の近代化の過程で生まれてきたもので窯元･陶

器製造業や生素地製造業石膏型製造業糖薬製造業だ

と直接陶器製造に携わる事業所のほか木製品･紙製

品(梱包資材)製造業や陶土採掘業焼成用燃料販売業

原料･製品運搬業だとの陶器関連産業･事業所も存在

し生産性向上に寄与している.

〔窯数〕登窯は昭和30年代まで焼成窯の主役の座にあっ

たが燃費の悪さや不良品が多いなどの欠点からガス窯

や電気窯に移行した.これらの窯は同一規格品の生産

には優れているが｢古信楽｣の妙味はやはり登窯から

生まれるものであろう(写真9～10).

信楽町は陶業の経済的地位が極めて高い･昭和60年

(1985年)の滋賀県工業統計調査によると信楽町所在の

事業所総数254従業者総数2,310人のうち窯業･土石関

係は201事業所(79.2形)1,426人(66.1%)であり製

造品出荷総額244億円のうち窯業｡土石関係は109.5億円

(45%)を占める.陶器の生産額を信楽町の主要農産物

(米･茶･トマト)生産額と比較すると陶器の昭和60年

(1985年)年間生産額100%に対して農産物は15.7形にす

ぎたい.このように信楽町は地場産業の陶業を基軸と

して発展している.

3.信楽地域の地質と陶土

3.1信楽町周辺の地質

信楽町周辺の地質は基盤の丹波層群及び花陶岩類と

これらを覆う古琵琶湖層群沖積層からたっている.

第3図に信楽地域の地質図を示した｡

中･古生界の丹波層群は砂岩･頁岩･チャｰトを主体

とし緑色岩類や石灰岩たどをレンズ状に挟み同町朝

宮地区から畑地区以西に露出する.

ちょくし

花開岩類は同町朝宮地区から勅旨地区以北の岩体を田

上花嵩岩以南の岩体を信楽花巌岩として区分するが

写真9登窯の窯詰め

写真10登窯に似せたシンボルモニュメント(信楽町勅旨)

地質ニュｰス421号�
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策2表粘土の化学分析値,而チ火度,窯業性状

粘土種別及び試料採取地�Si02�Ti02�A1203�Fe203�Ca0�MgO�K20�Na20�H20+�H20一�Ig.10SS�Tota1�SK耐火度�収縮率(%)�焼成呈色(･k9)�引用文献

実用粘土杉山*1宮町*2�64.0663,04��19.5017.92�3,705.87�0,900.31�1,461.31�2,932.78�0581.52���6,345.62�99.4798.37�1514�9,515.3�赤褐色褐色�滋賀県立信楽窯業試験場(1964)

蛙目粘土･三郷山鉱山*3�70,37��15.25�2.39�O.46�0.4壬�4.90�ユ､54���3.72�99.07�19�5,4�淡黄白色�

(飴)本節粘土･上野鉱山(黒)本節粘土･.ヒ野鉱山木節粘土(松葉粘土)･上野鉱山�51.1454.9255.95��30.5426.ユ128.47�1,891.70,1.79�0,290,490.16�O.290,350.22�1,120,970.72�0,810,650.40���1{.0314.8412.29�100.ユ1100.03100.00����塚脇ほか(1967)

黄瀬土黄瀬�5LgO�1,Oユ�32.09�ユ.61�0.44�0.11���6.10�4.08��97.34����繁沢(1957)

�

�

�

試錐Nα1･試料Nα9･深度30.4-30･8m(昭和36年度一38年度滋貰県実施)

試錐Nα15･試料Nσ56･深度5.1-6･Om(〃)

試錐Nσ231試料Nα71･深度7.7一一10.Om(〃)

外観はあまり変らない.花嵩岩類は随所で弱変質を被

った結果我が国でも有数の長石鉱床を形成Lている.

古琵琶湖層群は礫･砂･粘土の互層をだし随所に亜

炭や火山灰を挟有する鮮新世～更新世中期の堆積物で

花嵐岩体を区切る2本の断層活動や地殻変動によって生

じた同町宮町地区から杉山地区に至る沈降域を埋積Lて

分布する.本地区の古琵琶湖層群は下部層が分布し

r伊賀累層｣r島ケ原累層｣r信楽累層｣だとの名称が用

いられているがこれらの名称は個次の研究者による異

たった定義の層序区分に基づいている.今後も同様の

混乱カミ繰り返されることも予想されるので第3図地質

図の古琵琶湖層群は筆者の調査･研究に基づく部属単元

の層序区分に統一Lた.すなわち下位から上位へ

r下位砂礫部層｣｢中位砂粘土部層｣｢上位磯部層｣であ

る.基盤の花嵩岩類の直上にのるr下位砂礫部層｣は

礫層と砂層からたりまれに本節(質)粘土の薄層を挟

むことがある.層厚は花嵩岩類の凹凸に影響されて

ほそはら

変化に富み20-60mである.分布範囲は同町柞原地

区から中野地区南部及び同町江田地区から小川出地区に

限定される.r中位砂粘土部層｣は層厚20-30mほ

とんど礫層が見られず砂層中に灰色～青灰色粘土層

みつぢ

(通称実土粘土層以後通称を使用)や亜炭を伴う末節(質)

粘土層蛙目(質)粘土層を挟んでいる.実土粘土層

は連続性が良く一般に2m程度の層厚があるが木簡

(質)粘土層や蛙目(質)粘土層は数｡m一致10cmの薄層

またはレンズ状に挟まれることが多い.本部層は基盤

の花崩岩類を直接覆うこともあり同町柞原地区から小

1989年9月号

川地区で連続的に分布し同町西地区や小川出地区及び

杉山地区たどに散在する.さらに同町宮町地区及び

きのせ

黄瀬地区(第1図中の紫香楽宮跡付近)にも分布する.

r上位磯部層｣は最大層厚100mの礫層で同町杉山地

区から小川出地区に発達する.本部層と下位のr中位

砂粘土部層｣との境界部には削剥｡侵食による間隙は

観察されたい.

沖積層は同町柞原地区｡中野地区･杉山地区･小川

出地区などを流下する河川に沿って低地を構成する･

3.2陶土

陶土の原料は主として実土粘土蛙目粘土木節粘土

と長石が用いられる.このほか陶芸作家が好んで用い

る黄瀬土がある.以下にこれら原料粘土の産状や鉱物

組成化学組成及び窯業性状などを第4図と第2表に基

づいて記述する.

〔実土粘土〕実土粘土は同町小川地区東部の1-2箇所

(第3図参照)で採掘･稼行されている(写真11).花開

岩類との境界付近になる小川地区東部の古琵琶湖層群は

花嵩岩類の山体にへぱりつくように分布し厚い礫混じ

り砂層と実土粘土層から構成される.実土粘土層は最

上部に厚さ40cmの層状リモナイト(鬼板)をのせ白色

しらえつも

細粒火山灰薄層(通称白絵土)を挟む厚さ2m以上の灰白

色砂質粘土である.実土粘土の鉱物組成は雲母粘土鉱

物カオリン鉱物石英などである.化学分析値は蛙

目粘土や本節粘土と比較して一般にFe.03が多く耐

火度(SK)は20以下で単味では使用できない,�
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図中の上部の枠内は信楽町黄瀬

地区の地質図�
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写真11実土粘土採掘場(信楽町小川)

1989年9月号

30｡

第4図陶土のX線回折図

回折線の記号K:カオリナイトH:7A

ハロイサイトS:雲母粘土鉱物Q:石英

Kf:カリ長石P1:斜長石

下段の杯土(ロット)は通常は大物陶器の制

作に用いられる(21ぺ一ジ脚注参照)

こうやまさんごうやま

〔蛙目粘土〕蛙目粘土は現在は同町神山地区の三郷山鉱.

山3)で採掘･稼行されている(写真12).粘土採掘切羽

は厚さ20-30c㎜の亜炭薄層を各大4層挟む厚さ11㎜

以上の灰白色蛙目粘土層(鉱床)とその上にのる厚さ4.5

mの砂礫層さらにその上位にのる厚さ60cmの灰白色

実土粘土層から構成される.蛙目粘土層(鉱床)には

径1-3mmの石英粒や長石雲母が認められて外観

さば

が砂婆4)に類似するが粘土鉱物は7Aハロイサイトが

3)〔三郷山鉱山〕鉱区番号:滋賀県採241鉱種名:耐火粘

土鉱業権者:個人

4)通商産業省の生産統計(r本邦鉱業の趨勢｣)ではr風化花

嵩岩｣として集計されている｡�
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第5図上野鉱山周辺地質図(小村:原図)

写真12三郷山鉱山採掘切羽(信楽陶器工業協同組合写真提供)

多い.耐火度(SK)は19である.

そえ

〔本節粘土〕現在用いられている末節粘土は奈良県添

かみ

上郡月ケ瀬村石打の上野鉱山5)(位置は第1図参照)や

5)〔上野鉱山〕鉱区番号:奈良県採126,132鉱種名:耐火

粘土,天然げい砂鉱業権者:黒崎耐火原料㈱

三重県阿山郡島ケ原村及び上野市西部地区所在の耐火粘

土鉱山から出鉱するものである.第5図に上野鉱山周

辺の地質図を示した.同鉱山周辺は基盤の黒雲母花開

岩とこれを被覆する古琵琶湖層群からたり古琵琶湖層

群は下位から上位へ｢下位粘土層(台木節粘土鉱床)｣｢中

位砂粘土互層｣｢上位砂礫層｣に区分できる.厚さ約

15mの｢下位粘土層｣に挟在する末節粘土層(鉱床)は木

片や亜炭細粒砂を随所に含み色調によって飴木節'

黒木節白木節青木節松葉粘土たどと分類呼称し

良質部の断口は艶のある灰褐色～灰黄褐色を呈する.

粘土鉱物はカオリナイトでそのほかに石英を含み長石は

僅少である.化学分析値は実土粘土や蛙目粘土と比較

してA1203カミ多くSi02Fe.03K20が少たい.

〔黄瀬土〕黄瀬土は同町黄瀬地区の2-3箇所で採掘･

稼行されている(第3図参照).黄瀬地区は第3図の

上部の枠内の地質図に示したように古琵琶湖層群下部層

のr中位砂粘土部層｣が分布する.黄瀬土とは本部層

中の蛙目粘土質砂婆や石英粒の少ない蛙目粘土質シルト

で採土場で観察される最大層厚は1-2mであるが

地質ニュｰス421号�
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写真13黄瀬土採掘場(信楽町黄瀬)

採土場のそばでは往時と大差のたい方法で精土加工がな

されている

写真15軒先で天日乾燥されている壷

写真14山'カエルの置物の制作

レンズ状やポケット状をなして側方に尖減したり花闇岩

質砂へ変化する.このため黄瀬土の採掘は(写真13)の

ように昔だがらのツルハシとシャベルによる手掘りでな

されており土木機械は使われていない.鉱物組成は

第4図のように7Aハロ々サイトと石英長石であり

化学分析値は末節粘土に類似してA1･03が多くSiO･

とFe203カミ少ない.黄瀬土はr古信楽｣の妙味を具

現化できる陶土として陶芸作家に好まれまた京都･

清水焼の陶土の一部としても搬出されている.

黄瀬土以外の上述の原料粘土は乾式工程または湿式

工程6)による精土加工を経て10種類以上の杯土に製造さ

れる.杯土製造事業所は第2図に示したように11社あ

る.第4図に一部の杯土のX線回折図を示した.窯

元では杯土を手ひねり法やろくろ作り押型鋳込法た

どによって成形し(写真14)天日などで乾燥した後(写

真15)に約750℃で素焼きする.次に土灰や灰長

石などの灰粕に着色剤のコバルトや鉄･銅･マソガソな

どの酸化物を添加して泥漿調合を行い浸し掛けや流し

掛け吹き掛け法により施箱する.最後に1,250～

1,300℃で焼成･窯出しして検査ののち出荷する.

6)通常乾式製造圷土は大物陶器の制作に用い湿式製造

林土は小物陶器の制作に用いられる.

1989年9月号

4.信楽陶業の発展と振興に向けて

本稿ではあまり述べたかったが信楽陶業の一面の顔

である規格品量産工場(タイル植木鉢インテリア･エク

ステリア用品たどを製造)は昨今の厳しい経済環境に対

応して効果的にその事業を推進するため製品の高級

化･個性化に移行しようとしそれに必要な新技術の導

入や新デザインの開発たどに追われている.一例とし

て製品の生産･制作にコンピュｰタｰグラフィックを活

用Lての装飾技法の開拓やデザイン作業の効率化を図ろ

うとする期待や研究がある.量産工場は雇用の創出

やマｰケティング活動の展開だと地域経済の支柱であり

多方面に大きな影響を与える.

他方信楽では陶工たちの旺盛な生産･制作意欲に支.

えられて長年にわたり焼物(陶芸)の伝統的製陶技法を

継承した結果個性的･意欲的で多種多彩た製品･作品

が生産･制作され斬新たデザインが考案されてきた.

今日火と土の美を強調して個性豊かな表現力で自己主

張する芸術作品も元来は廉価でありふれた生活雑器

(日用品)の延長上にありその生産･制作過程で様次た

工夫と試行錯誤の技術的改善によって生まれてきたもの

である.その意味において焼物(陶芸)の真骨頂は生

活雑器(日用品)の生産･制作にこそあるといえるし

それゆえ陶芸がr庶民の暮らしに根ざした芸術｣と形容

されるのであろう.信楽の町中を散策して陶器店の

店頭で満ちあふれるほど多くの生活雑器(日用品)に接�
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する時信楽は焼物(陶芸)のこの原点を忘れていたい

ことを知らされるのである.

近未来に至っては信楽地域には陶芸文化の殿堂カミ築か

れることを期待したい.そのためには'91世界陶芸祭

を経て身につけた前衛的た陶芸技術と伝統的製陶技法

及び陶磁器の周辺に位置する茶道･華道･書道･美術･

手工芸･園芸･料理･芸能だとの文化との相乗効果を図

ることが肝要である.

本稿の執筆にあたり滋賀県立信楽窯業試験場の各位からは

種々の御教示をいただいた｡

また本稿に掲載Lた写真の一都は付記の機関及び団体の御

好意により提供Lていただいた.記してお礼申し上げる.

たお題字は矢加部智和男氏の筆による.
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